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臨海実験施設

研究概要・年次報告第4号

2005.4～2006.3

デザイン：自然計測応用研究センターエコテクノロジー研究部門小林史尚助手

兼六園のことじ灯籠は「金沢（大学)」，背景の白山は「自然｣，兼六園の日本最古と

いわれる噴水は「計測」を表している．
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【研究概要】

ヒケムシは環形動物門多毛綱のSiboglinidae科に属し、世界の深海や冷水域に棲む･口も消化管も

無い。体内に化学合成細菌を共生させて、それが作る炭水化物で生きている。また、積極的に共生細

菌を細胞内消化によって栄養としている。しかしながら、世界でも例外的に、対馬暖流が流れ込む暖

かい浅い湾である能登半島九十九湾にヒゲムシの一種であるマシコヒゲムシが生息する。本年も主と

してこの動物の形態や生理について研究を進め、以下の成果を得ている。2004年度は、実際のフィー

ルドにおいてヒゲを出している写真を世界で初めて撮影に成功した。2005年度は、ヒゲムシが生息す

る海底土壌の表面と深さ40cmまでの硫化水素濃度と全窒素濃度を調べた。その結果、どちらも表面

が最も高いことが知られた。ヒゲムシの生態と硫化水素濃度との関係を現在、英文の論文として、
ZoologicalScienceに投稿中である。

共生細菌は栄養体と呼ばれる部分に存在するが、そこには多量の脂肪が蓄えられており、しかもそ

の6割以上がオレイン酸などの1価の不飽和脂肪酸が占めていた。この事は、深海にすむ無脊椎動物

の特徴で、低温でも固化しがたく、高水圧下でも固まらない細胞膜を作り出すことができる理由とさ

れている。すなわち、現在のマシコヒゲムシは、水深25mの浅海に生息するが、深海に棲む動物の特

徴をよく備えており、浅海に移住して時間はあまり経過していないことを意味している。以上の内容

はJournaloftheMarineBiologicalAssociationoftheUnitedKingdomより出版された（東京学芸大学三田
先生との共同研究）。

さらに現在まで栄養体全体がどのような形状を示しているか、不明であった。したがって、栄養体

の中のバクテリアを含む細胞（バクテリオサイト）に存在する共生細菌の16SrRNAの塩基配列に

相補的なプローブを作成して加s伽ハイブリダイゼーションを行った。その結果、栄養体は、羊歯

の葉状で血管を取り巻くような特異的な形をしていることがわかった。これは栄養体と、硫化水素を

結合させるヘモグロビンを含む血液との間で物質の交換が容易になるような仕組みであると思われる

（金沢大学福森先生との共同研究）。

またヒゲムシは、巨大（40万Da)ヘモグロビンを持ち、それは4つのサブユニツトよりなることが

構造生物学的手法を用いて明らかになった。この構造の中に不対のシステインを含むことから、この

ヘモグロビンは、酸素と同時に硫化水素を運ぶこともわかった（金沢大学福森先生との共同研究）

タイからの留学生のA面nNgamnyiyom君は、先年、彼の先生であるWichianMagtoon博士と笹山が

見つけたタイ・バンコク郊外の複数の“ため池”におけるタイメダカ(OW"z伽加加加"”）の性比の

偏りを、外部性徴を指標に形態計測学的に、また生殖巣を組織学的に調べることによって数値化した。

その結果、基本的には人が飲料水として使っている池に棲むメダカの性比は1対1であるが、工業排

水が流れ込んだり、殺虫剤が流れ込んだりする池ではメス化が起きており、メスとオスの中間の形態

（インターセックス）を示す個体が多く見つかった。また、性比が異常な池では、DDTが痕跡的に

見つかった。性比とインターセックスの割合からその集団の未来予測が可能である｡‐

さらに臨海実験施設では、大学院後期過程に社会人の学生が2人在籍している。一人は、日本海の

能登半島沖にまで対馬暖流に乗って死滅回遊してくる海水魚のオヤビッチャが南方のどの集団に起源

があるかを、ミトコンドリアDNAのDループの塩基配列から解明しつつある。もう一人は、マシコヒ

ゲムシの栄養体の生化学的研究を行い、消化管との類似性を検討しつつある。

一方、鈴木は魚のウロコを骨のモデルとして用い、ホルモン等の生理活性物質や物理的刺激の骨に

対する作用を調べ、その応答の多様性を研究している。本年度は、金沢大学薬学部の染井正徳教授と

東京医科歯科大学教養部の服部淳彦教授との共同研究により、新規メラトニン誘導体(Heterocycles,
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【研究業績】

1）学術論文

(1)Katsuyama,H､,Otsuki,T､,Tomita,M.,Fukunaga,M.,Fukunaga,T.,Suzuki,N､,SaUoh,K.,Fushimi,S.

andSunamiS.:Menaquinone-7regulatestheexpressionsofosteocalcin,OPG,RANKLandRANKin

osteoblasticMC3T3Elcells.1nt.J.Mol.Med.,15:231-236(2005)

(2)Yoshikubo,H.,Suzuki,N.,Takemura,K.,Hoso,M.,Yashima,S.,Iwamuro,S､,Takagi,Y､,Tabata,

M､J.andHattori,A.:Osteoblasticactivityandestrogemcresponseintheregeneratingscaleofgoldfish,

agoodmodelofosteogenesis.LifeSci.,76:2699-2709(2005)

(3)Numoto,N.,Nakagawa,T.,Kita,A､,Sasayama,Y､,FukumOri,Y.andMiki,K.:Crystallizationand

preliminaryX-raycrystallographicanalysisofextracellulargianthemoglobinfrompogonophoran

oIjgobmchね加邸〃伽j.Biochim.BioPhys.Acta,1750:173-176(2005)

(4)Numoto,N.,Nakagawa,T､,Kita,A､,Sasayama,Y.,Fukumori,Y.andMiki,K.:Strucmreofan

extracellulargianthemoglobinofthegutlessbeardwonna電obmc"""@""koi・Pmc.Natl.Acad.Sci.

USA,102:14521-14526(2005)

(5)北村敬一郎，鈴木信雄，瀬川泰子，服部淳彦，根本鉄，清水宣明，和田重人，近藤隆：

骨粗議症予防に関する基礎的検討：低強度超音波刺激によるキンギョのウロコの骨芽細胞及

び破骨細胞活性への影響．第20回生体・生理工学シンポジウム論文集,209-212(2005)

(6)Suzuki,N.,Tabta,M.J.,Kambegawa,A.,Srivastav,A.K.,Shimada,A.,Takeda,H.,Kobayashi,M.,

Wada,S.,Katsumata,T.andHattori,A､:Tributyltininhibitsosteoblasticactivityanddisruptscalcium

metabolismthroughanincreaseinplasmacalciumandcalcitoninlevelsinteleosts.

LifeSci.,78:2533-2541(2006)

(7)Mita,M.,Deguchi,M.andSasayama,Y.:Lipidcompositionofthetrophosomeinthebeardworm,

Oﾉ電o6mcMz"@"hikoi(Pogonophora).J.Mar・Biolog.Assoc・U.K.,86:283-286(2006)

(8)Kobayashi,F.,Daidai,M.,Suzuki,N.andNakamura,Y.:Degradationofphenolinseawaterusing

novelmicroorganismisolatedfromthemtestineof伽恥mkz"Qo"j.1m.Biodeterior・Biodegradation,in

press

(9)Wada,S.,TazawaT.,Suzuki,N.,Fun血,I・andNagano,1.:Pulpablationtherapybyinductiveheating:

Heatgenerationcharacteristicsinthepulpcavity.OralDis.,inpress

(10)Somei,M､,Iwaki,T､,Yamada,F､,Tanaka,Y､,Shigenobu,K､,Koike,K.,Suzuki,N.andHa伽ri,A､：

Theidealsyntheticmethodaimedattheleadsfbranq2-blocker,aninhibitorofbloodplatelet

aggregation,andananti-osteoporosisagem・Heterocycles,inpress

2)総説

（1）鈴木信雄：魚類のカルシトニンの特徴.ClinicalCalcium,15:459-466(2005)

（2）服部淳彦，鈴木信雄，染井正徳：メラトニンUptoDate-骨とメラトニン．日本抗加齢医学会

雑誌，2:78-86(2006）

（3）鈴木信雄，田畑純，和田重人，服部淳彦：魚類のウロコを用いた新しい骨モデル系の開発と

歯科医療への応用．DentalDiamond,印刷中
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(11)角明子，笹山雄-:有鬚動物と環形動物の脳に分布するカルシトニン免疫陽性細胞．第76回

日本動物学会，つくば(2005,9),Zool.Sci.,22:1433(2005)

(12)山田哲也，笹山雄一，松野あきら，福森義宏，金森正明：有鬚動物マシコヒゲムシの宿主細

胞と共生細菌とのクロストーク：細胞構造学的観察．第76回日本動物学会，つくば(2005,

9),Zool.Sci.,22:1444(2005)

(13)砂田聡，鈴木信雄，柿川真紀子，橋本松進，山田外史，北村敬一郎，服部淳彦，岩坂正和，

上野照剛：破骨・骨芽細胞の活性における交流磁界効果．平成17年度電気関係学会北陸支部

連合大会，石川（2005,9）

(14)鈴木信雄，北村敬一郎，瀬川泰子，根本鉄，清水宣明，和田重人，近藤隆，井尻憲-,服部

淳彦：メカニカルストレスの骨芽・破骨細胞に対する作用：ウロコを骨のモデルとした解析．

第30回日本比較内分泌学会，熊本(2005,11),Proc.JapanSoc・Comp.Endoc面nol.,20:28

（2005）

(15)勝又敏行，岡崎三代，鈴木信雄，服部淳彦：キンギョのウロコにおけるヘパラン硫酸プロテ

オグリカンの解析．第30回日本比較内分泌学会，熊本(2005,11),Proc.JapanSoc.Comp.

Endocrinol.,20:29(2005)

(16)杉浦領，東恭一，小林雅樹，中村正久，鈴木信雄，服部淳彦．キンギョの破骨細胞に対する

メラトニンの作用：破骨細胞誘導系を用いた解析．第30回日本比較内分泌学会，熊本

(2005,11),Proc.JapanSoc・Comp.Endocrinol.,20:30(2005)

(17)八島さやか，岩室祥一，鈴木信雄，服部淳彦：卵黄形成期にキンギョのウロコで合成される

メラトニンとその役割．第30回日本比較内分泌学会，熊本(2005,11),Proc.JapanSoc.

Comp.Endocrinol.,20:31(2005)

(18)鈴木信雄，服部淳彦：トリブチルスズはカルシウム代謝を撹乱する．第5回カルシトニン/副

甲状腺ホルモン研究会，東京（2005,12），「第5回カルシトニン/副甲状腺ホルモン研究会」

要旨集，株式会社メド・ウイズ，東京,p35

(19)鈴木信雄，染井正徳，関あづさ，服部淳彦：新規メラトニン誘導体の破骨細胞及び骨芽細胞

に対する作用．第126回日本薬学会，仙台（2006,3）

(20)染井正徳，山田文夫，岩木貴子，服部淳彦，鈴木信雄，重信弘毅，田中芳夫：独自の合成哲

学に基づく創薬研究：有望な対骨粗髭症，α2-ブロツカー等の知的財産の創造．第126回日本

薬学会，仙台（2006,3）

(21)照内友也，杉山稔恵，八木敬広，鈴木信雄，楠原征治:鶏カルシトニン受容体遺伝子の解析

と発現．第106回日本畜産学会，福岡(2006,3)

『

I

Ｉ

2）受賞

（1）鈴木信雄：財団法人中部電力基礎技術研究所研究助成（90万円），魚のウロコを用いた
磁場による新規骨疾患治療システムの研究開発（2006,3）
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(19)鈴木信雄：ウロコの破骨細胞で発現している遺伝子の解析，早稲田大学教育学部教授

中村正久氏

(20)鈴木信雄：重力及び微小重力の骨組織に対する作用，東京大学アイソトープ総合センター

助教授井尻憲一氏

(21)鈴木信雄：歯の石灰化に関する研究，高知学園短期大学教授三島弘幸氏

(22)鈴木信雄：静磁場の骨代謝に及ぼす影響，独立行政法人物質・材料研究機構強磁場研究

センター研究員廣田憲之氏，同研究センター特別研究員木村史子氏

〆
‐

2)各種活動

社会活動

(1)笹山雄一：石川県環境影響評価委員会委員，2003-現在

（2）笹山雄一：石川県原子力発電温排水検討委員会委員，2000-現在

（3）笹山雄一：のと海洋ふれあいセンター研究報告編集委員会委員,1994-現在

（4）笹山雄一：石川県立七尾高等学校スーパーサイエンススクール運営委員会委員，2004-現在

（5）笹山雄一：石川県公共事業評価監視委員会委員，本年より

で

学会活動

（1）笹山雄一：日本動物学会中部支部長，2005-現在

（2）鈴木信雄：日本動物学会中部支部地区委員，2005-現在

〆

ぞ

‘

【研究費】

1）受託研究費

（1）鈴木信雄（代表），（財）日本宇宙フォーラム，2,432千円，

微小重力に対する骨芽及び破骨細胞の影響：魚類のウロコを用いた解析．

（2）鈴木信雄（代表），独立行政法人科学技術振興機構平成17年度「シーズ育成試験」，

2,000千円，磁場による骨疾患治療システムの研究開発．

（3）鈴木信雄（分担）（代表：染井正徳、金沢大学大学院自然科学研究科薬学系・教授），

独立行政法人科学技術振興機構平成17年度「シーズ育成試験」，

2,000千円，新規骨粗霧症治療薬の卵巣摘出マウスモデルでの効果判定試験．

〆

2）奨学寄付金

(1)鈴木信雄（代表),財団法人磁気健康科学研究振興財団研究助成,500千円，

磁界による骨形成機構の解明：魚類のウロコを用いた新規モデルシステムの開発．

3）その他

(1)鈴木信雄（代表),学長戦略経費（重点研究経費）若手の萌芽的研究,495千円，

超音波による骨治療システムの研究開発．

《
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8／23 のと海洋ふれあいセンター

坂井恵一普及課長

「研究打ち合わせ」

『

9／13 のと海洋ふれあいセンター

達克幸主任技師

「海洋生物の調査」

9／26～9/30 金沢大学自然科学研究科

博士後期課程1年

會田将人他1名

「能登北部地域におけるスナヤツメの生息調査」
〆

10/12 のと海洋ふれあいセンター

福島広行主任技師

「海洋生物の採集」

11／15 のと海洋ふれあいセンター

横井将大主事

「海洋生物の調査」

識

12／14 のと海洋ふれあいセンター

達克幸主任技師

「海洋生物の採集」

1／12 のと海洋ふれあいセンター

福島広行主任技師

「海洋生物の調査」

「

2／15 のと海洋ふれあいセンター

横井将大主事

「海洋生物の採集」

く
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3）利用者数及び船舶の使用状況

平成17年度臨海実験施設利用者数（延べ人数801人の内訳）

学生研究者

学外 学内 学外学内(月）

０
０
５
８
６
７
０
２
０
０
０
８

１

０
１
６
２
判
Ⅲ
０
４
０
０
０
０

５
１

４

１

０
１
２

４
５
６
７
８
９
１
１
１
１
２
３

６
０
４
０
０
０
０
８
０
０
５
５

０
０
仙
妬
価
％
０
８
０
０
０
４

１
１

１

１

鐸
僻
．
Ｌ

合 計 28 46 267 460

平成17年度臨海実験施設船舶使用回数
〆
、

( 月）あおさぎくろさぎ

０
１
２

４
５
６
７
８
９
１
１
１
１
２
３

４
４
５
３
３
４
４
４
１
４
２
６

２
３
４
４
５
３
２
４
６
４
２
２

〆
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合計 44 41

で
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金沢大学

自然計測応用研究センター

TEL(0768)74-1151FAX(0768)74－1644

NotoMarineLaboratory,KanazawaUniversity,Ogi,Noto-cho,|shikawa927-0553,JAPAN

再生紙を使用しています


